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「万延元年(1860年)の
原町田中央通り」

三橋園民

横浜開港 (1859年)の翌年、万延元年 (140

年前)、晩春の原町田中央通りを怖轍(ふかん)

した風景を描いてみた。突き当たりの小屋 (灰

置き小屋)のところは、現在のマツザワヤビ

ル (JTB)にあたる。著名なドイツの考古学者、

ハインリ ッヒ・シュリーマンがトロイア遺

跡発掘の6年前 (1865年)、原町田を訪れて「清

潔な村の様子」を旅行記に細かく遣している。

。
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外交評論家加瀬英明

恒
例
の
公
開
講
演
会
が
刊
月
8
日
ザ
・

エ
ル
シ
ィ
町
田
で
、
外
交
評
論
家
・
加

瀬
英
明
氏
を
招
き
「
世
界
の
中
の
日
本

の
役
割
・
・・
揺
れ
動
く
極
東
情
勢
と
日
本

の
ゆ
く
え
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
を
取
り
巻
く
近
隣
諸
国
の
、
核

開
発
競
争
と
外
交
政
策
の
駆
け
引
き
の

お
話
は
、
安
保
体
制
の
下
で
平
和
な
日

常
生
活
を
お
く
つ
て
い
る
私
達
に
と
っ

て
、
強
烈
な
警
鐘
と
な
り
ま
し
た
。

• 
ト
ふ
く
分
か
ら
な
い
三
つ
の
国

日
本
を
取
り
巻
く
よ
く
分
か
ら
な
い
三

つ
の
固
と
言
う
の
が
有
り
ま
す
。

第

一
は
北
朝
鮮
。
凶
年
後
に
こ
の
国
が

存
在
し
て
い
る
可
能
性
は
非
常
に
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
第
二
は
中
華
人
民
共
和
国
。

同
様
に
初
年
以
内
に
大
き
な
政
治
的
変
化

が
起
こ
り
得
る
と
確
信
し
ま
す
。
第
三
は

ロ
シ
ア
。
凶
年
後
に
民
主
体
制
が
続
い
て

い
る
か
大
変
難
し
い
。

"ーー一--"‘

一
度
の
北
朝
鮮
核
危
機
と

弱
腰
の
ア
メ
リ
カ

北
朝
鮮
核
兵
器
開
発
危
機
が
二
度
に
わ

た
っ
て
お
こ
り
ま
し
た
。

第

一
次
核
危
機
は

1
9
9
2
年
ヨ
ン
ピ

ョ
ン
に
発
見
さ
れ
た
核
施
設
に
つ
い
て
、

第
二
次
核
危
機
は

1
9
9
8
年
、
四
発
の

原
爆
を
所
有
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て

の
危
機
で
す
。

二
度
の
危
機
に
共
通
の
パ
タ
ー
ン
が
有

り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
偵
察
衛
星
な
ど
で

北
朝
鮮
の
核
施
設
の
存
在
を
確
認
し
査
察

を
要
求
す
る
と
同
時
に
経
済
制
裁
を
迫
り

ま
す
。
北
朝
鮮
は
こ
れ
を
ま
ず
拒
否
し
長

期
間
の
協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
き
ま
す
。

そ
の
時
間
稼
ぎ
の
聞
に
核
施
設
の
隠
蔽
工

作
を
し
、
同
時
に
国
内
外
に
戦
争
熱
を
煽

り
、
米
側
の
譲
歩
を
引
き
出
し
て
、
せ
い

ぜ
い
核
施
設
の
「
訪
聞
記
目
白
己
(
『
査

察
一円
Zω
司
何
内
ロ
C
Z』
で
は
な
く
)
を
当
該

施
設

一
箇
所
の
み
に
受
け
入
れ
、
謝
罪
及

び
援
助
を
要
求
し
合
意
と
す
る
の
で
す
。

必
億
ド
ル
の
原
子
力
軽
水
炉
二
基
の
無
償

提
供
、
お
億
ド
ル
の
食
料
援
助
、

5
千
万

ド
ル
相
当
の
重
油
提
供
な
ど
を
第

一
次
核

危
機
の
と
き
に
手
に
入
れ
、
第
二
次
危
機

の
と
き
は
、

3
億
ド
ル
の
謝
罪
金
と

ω万

ト
ン
の
食
料
を
得
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
間
に
、
核
ミ
サ
イ
ル
の
性

能
は

一
気
に
向
上
し
、

6
年
前
の
ノ
ド
ン

1
型
は
射
程

1
0
0
0
1
1
2
0
0
凶

で
し
た
が
近
年
の
テ
ポ

ド
ン

2
型
は

5
7
0
0
m
以
上
の
射
程
距
離
を
持
ち
ハ

ワ
イ
や
米
ネ

、、ア
ラ
ス
カ
ま
で
届
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
に
は
弱
気
の
米

そ
の
理
由

米
が
北
に
対
し
て
弱
腰
な
の
は
、
も
し

交
渉
が
決
裂
し
て
戦
争
に
な
っ
た
場
合
、

自
軍
に
戦
死
者
が
出
た
と
き
の
世
論
の
攻

撃
を
最
も
恐
れ
、
そ
れ
に
耐
え
切
れ
な
い

か
ら
で
す
。
位
年
当
時
ク
リ
ン
ト
ン
大
統

領
は
翌
年
に
選
挙
を
控
え
て
い
ま
し
た
。

隣
の
韓
国
に
は

3
万

7
千
人
の
在
韓
米

軍
が
人
質
の
よ
う
に
駐
留
し
て
い
る
の
で

す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
イ
ラ
ク
や
コ
ソ
ボ

。
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役割J中F世
問
題
で
は
数
万
人
の
死
傷
者
を
出
す
ほ
ど

の
長
期
の
爆
撃
を
し
た
り
、
核
に
つ
い
て

も
所
持
や
開
発
を
否
定
す
る
圧
倒
的
優
位

な
合
意
を
取
り
つ
け
た
り
と
、
大
変
強
気

な
ア
メ
リ
カ
で
す
が
北
に
は
弱
気
な
の
で

そ，':す
のZ三
ひ術
と家
と肌
なの
り金
が正
恐日
ろ
し
しミ

北
朝
鮮
は
遅
か
れ
早
か
れ
、
金
正
日
の

暗
殺
か
、

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
で
崩
壊
す
る

と
思
い
ま
す
。
も
と

2
3
0
0
万
人
く
ら

い
の
人
口
が
、
食
糧
危
機
に
よ

っ
て

m
i

m万
人
が
死
に
、
現
在
は

2
0
0
0
万
人

く
ら
い
に
減
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
記
憶

に
新
し
い

1
9
8
9
年

m月
に
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
と
き
、
ル
ー
マ

ニ
ア

で
、
食
糧
危
機
に
苦
し
む
民
衆
が
立
ち
あ

が
り
独
裁
者
の
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
大
統
領

と
エ
レ
ナ
夫
人
を
公
然
と
処
刑
し
ま
し
た
。

こ
れ
と
同
じ
事
が
北
朝
鮮
で
も
起
こ
る
で

し
ょ
、
っ
。

金
正
日
と
親
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
シ
ア

ヌ

l
ク
殿
下
に
お
会
い
し
た
と
き
に
金
正

日
の
ひ
と
と
な
り
を
伺
い
ま
し
た
。
「彼

と
は
趣
昧
が
同
じ
(
殿
下
は
映
画
監
督
と

主
演
。
作
詞
作
曲
。
金
正
日
は
芝
居
の
台

本
、
演
出
。
作
曲
も
。)
で
、
芸
術
論
を
畳

夜
戦
わ
し
た
。
天
才
肌
で
あ
り
、
純
粋
美

学
の
持
ち
主
で
、
大
芸
術
家
に
な

っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
人
物
。」
と
の
こ
と
。

生
き
て
捕
ら
え
ら
れ
で
も
処
刑
さ
れ
る

と
分
か

っ
て
い
る
金
正
日
の
倒
れ
る
と
き

が
恐
ろ
し
い
の
で
す
。
ど
う
せ
滅
び
る
な

ら
戦
い
な
が
ら
打
っ
て
出
て
死
ぬ
と
い
う

美
学
に
は
傑
然
と
し
ま
す
。
も
し
も
の
と

き
は
、
ミ
サ
イ
ル
を
日
本
に
向
け
て
発
射

し
た
後
、
自
殺
す
る
タ
イ
プ
だ
か
ら
で
す
。

北
の
ノ
ド
ン
ミ
サ
イ
ル
は
日
本
の
全
国
の

都
市
に
照
準
が
合
っ
て
い
る
の
で
す
。

核
兵
器
に
つ
い
て
は

脳
天
気
な
日
本

日
本
ほ
ど
核
兵
器
に
対
し
て
ふ
ざ
け
た
、

お
ち
ゃ
ら
け
た
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ω万

の
国
民
し
か
い
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
で

さ
え
核
シ

ェ
ル
タ
l
を
作
っ
て
備
え
て
い

ま
す
し
、
ア
メ
リ
カ
で
も
既
存
の
ビ
ル
の

。

地
下
を
強
化
し
て
シ
ェ

ル
タ
1
化
す
る
法

律
が
あ
り
ま
す
。

核
実
験
を
強
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
、
某
T
V
キ
ャ
ス
タ
ー
が
こ
れ
か
ら
フ

ラ
ン
ス
料
理
は
食
べ
ま
せ
ん
と
言
っ
た
り

当
時
の
蔵
相
が
タ
ヒ
チ
に
出
か
け
て
呑
気

に
抗
議
デ
モ
を
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
日
本
に
は
核
ミ
サ
イ
ル
の
照

準
を
合
わ
せ
て
い
な
い
の
に
で
す
。

テ
ポ
ド
ン
が
日
本
上
空
を
飛
び
越
え
た

と
き
、
こ
と
の
重
大
さ
に
気
が
つ
い
て
や

っ
と
軍
事
偵
察
衛
星
の
打
ち
上
げ
を
決
め

ま
し
た
が
開
発
に

5
年
は
か
か
る
の
で
す
。

防
防
抑
止
力
が
無
い

日
本
が
次
の
攻
撃
目
標

「第
二
次
大
戦
当
時
、
も
し
日
本
に
原

子
爆
弾
が
あ
っ
た
ら
攻
撃
し
た
か
つ
て
?

す
る
は
ず
が
無
い
。」
と
当
時
広
島
長
崎

の
核
攻
撃
の
戦
略
会
議
に
出
席
し
た
ジ
ョ

ン
マ

ッ
ケ
ン
ロ
イ
氏
が
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
核
兵
器
を
保
有
し
な
い
日
本
は
抑
止

力
も
無
い
の
で
す
。
従

っ
て
、
北
朝
鮮
が

核
攻
撃
を
す
る
と
す
れ
ば
、
日
本
を
お
い
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ゑ民福
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叩軍化 2
2事をせ
力琴々
を μ
戸会る

花E
主目

中
国
の
経
済
は
一
昨
年
9
%
、
昨
年
初

%
、
本
年
7
%
と
下
り
坂
で
あ
り
、
社
会

安
定
が
崩
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
外
か
ら

の
投
資
が
却
%
以
上
落
ち
、
輸
出
も
二
年

連
続
減
少
し
、
銀
行
の
不
良
債
権
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
中
国

は
腐
敗
し
て
い
ま
す
。
ソ
連
の
崩
壊
は
労

働
者
の
運
動
に
寄
る
も
の
で
し
た
が
、
中

国
も
今
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
府
を
自
称
し

な
が
ら
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
恐
れ
て
い
る
の

で
す
。1

9
8
0
年
代
半
ば
に
、
解
放
経
済
が

過
熱
し
た
後
急
激
に
冷
え
込
み
、

1
9
8
8
年
地
方
都
市
で
学
生
中
心
に
運

動
が
始
ま
っ
て
2
0
0
0
人
と
も

3
0
0
0
人
(
政
府
発
表
制
人
)
と
も
言

わ
れ
る
大
虐
殺
が
行
わ
れ
た
天
安
門
事
件

が
、
近
い
将
来
再
発
し
な
い
と
は
言
い
き

れ
ま
せ
ん
。
当
時
は
4
1
5
%
の
低
成
長

率
で
あ
り
現
在
も
状
況
が
似
て
き
て
い
る

の
で
す
。

現
在
中
国
で
は
3
0
0
0
万
人
か
ら

7
0
0
0
万
人
と
い
わ
れ
る
「
法
輪
功
」

と
い
う
気
功
の
組
織
が
活
発
に
反
政
府
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
鎮
圧
に
備

え
て
人
民
武
装
警
察
を
測
万
人
に
強
化
し

て
い
ま
す
が
、
鎮
圧
↓
大
量
の
虐
殺
↓
各

国
の
経
済
制
裁
↓
台
湾
に
武
力
行
使
と
い

う
図
式
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

世
界
中
が
軍
縮
を
し
て
い
る
な
か
で
、

中
国
政
府
は
6
0
0
0
万
人
の
共
産
党
員

を
守
る
た
め
た
だ
ひ
と
り
軍
拡
を
続
け
、

日
本
に
対
し
て
も
脅
威
を
増
し
て
行
く
の

で
す
。
既
に
中
国
の
核
ミ
サ
イ
ル
は
、
東

風
担
型
(
射
程
距
離
8
0
0
0
凶
)
の
実

験
、
開
発
を
終
わ
っ
て
い
ま
す
し
、
江
沢

民
総
書
記
は
今
年
9
月
「
台
湾
が
独
立
表

明
し
た
と
き
に
は
軍
事
力
を
必
ず
使
う
。
」

と
表
明
し
て
い
ま
す
。

口
U
本
の

最
大
の
課
題
は
国
防

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
と
台
湾
が
発
す

る
軍
事
的
脅
威
の
中
に
あ
る
日
本
は
、
外

交
上
そ
ろ
そ
ろ
独
立
す
べ
き
時
に
来
て
い

ま
す
。
短
期
的
に
は
北
朝
鮮
、
中
長
期
的

に
は
中
国
が
脅
威
で
あ
り
、
又
ア
メ
リ
カ

は
い
つ
ま
で
も
日
本
を
守
っ
て
く
れ
ま
せ

ん。
自
衛
隊
の
主
力
戦
闘
機
は
、
周
辺
諸
国

に
脅
威
を
与
え
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
対

地
攻
撃
装
置
や
空
中
給
油
装
置
を
は
ず
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
取
、
富
山
の
海
上

自
衛
隊
基
地
、
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
に
弾

薬
は
殆
ど
無
く
、
有
事
に
は
何
時
間
も
か

け
て
京
都
府
の
倉
庫
ま
で
取
り
に
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
っ
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
法
案
が
姐
上
に

乗
り
始
め
ま
し
た
が
、
役
に
立
た
な
い
防

衛
力
で
は
、
戦
争
防
止
は
で
き
な
い
の
で

す。
経
済
的
に
は
大
国
と
な
っ
た
我
国
に
今
、

国
防
こ
そ
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
と
申
し

上
げ
て
講
演
を
終
わ
り
ま
す
。(

文
責
・
三
橋
)

。
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法人会功績表彰式
平成11年度功績表彰(敬称略)
!地区名 氏名 法人名

(有)丸孝家具庖八木下恒昭原町田第一

(有)隆商隆司尾崎原町田第二

(有)増田機工秀明増田森野

公
開
講
演
会
の
会
場
で
、
法
人
会
員
に

対
す
る
功
績
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
者
は
右
の
と
お
り
で
す
。

い
ず
れ
も
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
の
地

区
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
方
々
で
、
各
地
区
会
長
か
ら
推
薦
さ

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

(株)三ノ輪建設三ノ輪利郎中町

相模化成工業(株)熊谷志智郎旭町

(有)し1くた食品源司生田学園・大谷

(有)犠野商会利彦磯野学園・大谷

(有)ハンクス篤佐藤本町田

(株)東京綜合造園義昭青柳金森・高ヶ坂

(有)フナキ義英舟木成瀬第一

(有)ヒ口セ企画JII買一広瀬成瀬第二

(有)富多己防災久保団員義小川・つくし野

(有)横浜インター第一倉庫利文林鶴間

ぷ議演

(有)久美乃屋酒庖-宮口中西鶴川第一

(有)石阪スポーツ商会和義石阪鶴111第二

(有)清水米穀商庖英雄清水鶴川第三

(有)さとうアート康佐藤忠生・山崎

(有)武藤塗装工芸社昭年武藤忠生西

(株)高賢産業賢二高橋木曽

(株)千葉伸栄ハウス隆行葉千相原

(有)小峯電業社弘明小峯山

。
(有)中島酒庖

女性部会 (株)干石屋

ヌ3
，~、

初枝

中島

高橋

青年部会



さ
る
日
月
口
日
、
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田

に
お
い
て
平
成
日
年
度
町
田
税
務
署
長
納

税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

名
取
署
長
か
ら
、

当
会
役
員
を
含
む
日

呈
さ
れ
ま
し
た
。

名
の
方
々
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が
贈

ま
た
日
月
剖
日
に
は
、
町
田
都
税
事
務

所
で
、
平
成
日
年
度
町
田
都
税
事
務
所
長

感
謝
状
贈
呈
式
が
挙
行
さ
れ
、
関
口
所
長

よ
り
都
税
感
謝
状
が
当
会
の
尾
辻
副
会
長

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ

た
方
は
、
い
ず
れ
も
永
年

に
わ
た
り
法
人
会
あ
る

い
は
そ
の
他
の
税
務
協

力
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て、

納
税
道
義
の
高
揚
、
税
知

識
の
普
及
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
で
す
。

社

河北

殿

一郎
一舵
雄

社

削
白
ハ

会

刷
式

上

刀
口

株
明

一如

八弘商事株式会社

理事、成瀬第二地区会長

八木正雄殿
-hA
E
m
-又

浩

釦

Eケ

工

委
必
十

理
常

広

刀

口
山
μ

社

総

ム
玄

2
4
h

・・

脳

出

町

株式会社ケーユ一

副会長

井上盛行殿

トキワ美術印刷有限会社

理事、忠生-山崎地区会長

官 野 昌 行 殿

有限会社町田グリーンゴルフ

理事、鶴間地区会長

久保田忠司殿

。



ct.5， 1999 
税制改正要望
全国大会開催

平
成
ロ
年
度
の
税
制

改
正
要
望
全
国
大
会
は
、

去
る
叩
月
5
日
、
新
宿
区

日
本
青
年
館
ホ

l
ル
に

田
法
人
会
か
ら
も
八
木
要
会
長
以
下
、

於
い
て
開
催
さ
れ
、
町

守
屋
専
務
理
事
、
八
木
祥
寿
税
制
委

長
、
松
浦

・
佐
藤
・
品
川
の
各
税
制
副

委
員
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

一
部
は
午
後

1
時
か
ら
約

1
時

間
半
に
わ
た
り
、
大
阪
大
学
副
学
長
本

間
正
明
氏
が

「税
制
改
革
と
日
本
経
済

の
再
生
」
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
、
要
望
全
国
大
会
は
予
定
通

り
ち
ょ
う
ど

1
時

聞
に
わ
た
り
、
快

全国大会に参加した人々

議
及
、び
要
望
事
項

の
趣
旨
説
明
並
び

に
朗
読
が
行
わ
れ

原
案
通
り
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

制
改
革
に
関
す
る
決
議
」
及
び
「
税
制
改

本
年
度
の

「税

と
お
り
で
す
。

正
要
望
全
国
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
は
次
の

税
制
改
革
に
関
す
る
決
議

平
成
日
年
の
税
制
改
正
で
、
わ
が
全
国

の
法
人
会
会
員
が
長
い
あ
い
だ
強
く
要
望

し
て
き
た
、
法
人
所
得
課
税
の
米
国
並
み

水
準
へ
の
引
き
下
げ
が
実
現
し
た
。
個
人

所
得
課
税
の
最
高
税
率
も
印
%
に
下
が
つ

た
。
こ
れ
は
、
所
得
課
税
の
画
期
的
な
改

革
で
あ
り
、

わ
れ
わ
れ
の
税
制
改
革
運
動

の
成
果
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

た
だ
し
、
税
制
改
革
と
密
接
に
関
連
す

。

る
行
財
政
改
革
は
、
財
政
事
情
や
財
政
需

要
の
増
大
か
ら
み
て
極
め
て
不
十
分
で
あ

る
一百
う
ま
で
も
な
く
今
回
の
改
正
で
税
制

改
革
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
ま

日
本
経
済
は
、
幻
世
紀
入
り
を
目
前
に
、厳

し
い
構
造
的
変
化
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

の
う
え
景
気
は
、
い
ま
だ
に
底
離
れ
し
た

と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
企
業
は
生

き
残
り
の
た
め
の
困
難
な
対
応
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
議
会
あ
る
い
は
各
政
党
お
よ
び

政
府
は
、
こ
の
経
営
努
力
を
実
り
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
今
後
と
も
思
い
切

っ
た

税
制
改
革
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
策
を
実

行
す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

具
体
的
に
は
税
を
、
国
民
全
体
が
広
く

薄
く
公
平
に
負
担
、
努
力
し
た
人
が
報
わ

れ
る
税
制
の
構
築
を
目
指
し
、
抜
本
的
改

革
を
実
現
す
る
乙
と
で
あ
る
。
特
に
変
化

に
挑
戦
し
創
造
的
活
動
を
展
開
し
て
い
る

中
小
企
業
の
自
助
努
力
を
積
極
的
に
支
援
、

地
域
社
会
を
中
核
に
し
た
経
済
活
性
化
に



税
制
改
正
要
望
全
国
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

引
世
紀
を
展
望
し
明
る
い
未
来
を
拓
く
構
造
改
革
の
実
現
を
!

国
・
地
方
と
も
行
財
政
改
革
を
断
行
し
財
政
の
立
て
直
し
を
!

中
小
企
業
の
重
要
性
を
認
識
し
活
力
が
出
る
税
制
の
創
設
を
!

所
得
税
の
抜
本
改
革
に
よ
り
累
進
構
造
・
課
税
最
低
限
の
見
直
し
を
!

少
子
・
高
齢
化
、
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
消
費
課
税
の
改
革
に
着
手
を
!

事
業
税
を
廃
止
し
応
益
負
担
の
観
点
か
ら
地
方
の
法
人
課
税
の
見
直
し
を
!

相
続
税
の
最
高
税
率
河
%
を
大
幅
に
引
き
下
げ
累
進
構
造
も
緩
和
を
!

経
営
者
の
事
業
意
欲
を
高
め
る
た
め
事
業
承
継
税
制
の
確
立
を
!

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 

平
成
ロ
年
度

税
制
改
正
要
望
事
項
に
つ
い
て

「
税
制
改
正
要
望
全
国
大
会
」
で
採
択

さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現

に
む
け
て
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
及
、び

伊藤議員の事務所にて

自
治
体
に
対
し
て
、
町
田
法
人
会
も
関
係

者
が
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
元
国
会
議
員
に
対
し
て
は
日
月
8
日、

八
木
会
長
を
は
じ
め
、
尾
辻
副
会
長
、
守

屋
専
務
理
事
、
八
木
祥
寿
税
制
委
員
長
が

伊
藤
議
員
の
事
務
所
を
訪
問
し
橋
本
秘
書

に
面
会
の
上
要
望
し
ま
し
た
。

文
町
田
市
長
に
対
し
て
も
、
同
日
上
記

4
名
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
寺
田
市
長
に

直
接
税
制
改
正
要
望
書
(
決
議
及
び
基
本

事
項
、

個
別
事
項
等
)
を
提
出
す
る
と
と

も
に
税
を
中
心
に
し
ば
ら
く
懇
談
を
致
し

土品

7
u
h
~

。

市長と懇談する町田法人会関係者

。



福
祉
バ
ザ

I
、秋
日
和

昨
日
迄
の
雨
も
上
り
、
叩
月
口
日
は
福

祉
パ
ザ
!
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
親
会
の

行
事
と
し
て
社
会
貢
献
活
動
の

一
つ
と
し

て
始
め
ら
れ
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
が

合
同
で
お
手
伝
い
し
て

5
年
目
に
な
り
ま

し
た
。
東
急
百
貨
府
横
の
広
場
で
、
各
協

力
団
体
の
皆
様
と
そ
れ
ぞ
れ
日
時
よ
り
販

売
を
始
め
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
法
人
会
の
売
上
げ
は
、
的
万

天候にも恵まれ、会場は大変な賑わいでした

2
4
5
0
円
と
な
り
、
完
売
し
て
目
的
の

達
成
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

本
年
は
品
不
足
の
話
題
が
出
ま
し
た
の

で
、
役
員
研
修
会
の
場
を
お
借
り
し
た
り
、

各
地
区
毎
に
開
催
さ
れ
る
会
員
増
強
決
起

大
会
の
席
に
私
た
ち
が
出
向
き
、
バ
ザ
ー

の
品
の
提
供
を
依
頼
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

地
区
会
長
さ
ん
の
お
骨
折
り
で
品
物
が
集

め
ら
れ
ま
し
た
。
青
年
部
会
役
員
の
働
き

@ 

様 ぷ35-で

が日
大にマ
変値 Jツ
手灘仔 'ヤ
際を 7
よし iさ
くま:j;し

作 10'わ
警科i芦
出両 持

杢吏込
み;z:;;宇

主2玩
I ~ FI 、

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
じ
た
。

げ
日
の
当
日
は
遠
方
よ
り
の
お
客
様
が

多
く
、
「
こ
の
バ
ザ
ー
を
楽
し
み
に
来
ま

し
た
」
と
、
品
物
を
見
定
め
て
喜
ん
で
買

っ
て
頂
き
ま
し
た
内
販
売
中
は

「
あ
り
が

4
4
V

一夜

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
声
が
飛
び
か
い
、

両
部
会
の
皆
様
が

一
丸
と
な

っ
て
協
力
い

た
だ
け
た
事
と
、
品
物
の
寄
附
を
し
て
頂

い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

売
上
げ
ら
れ
た
お
金
は
、

町
田
市
社
会

が福

と詰
手、警
有七
意全
義額
に寄
お附
使い
いた
I頁し
きま
たし
いた

と
思
い
ま
す
。

(
神
蔵

玉
江
)



，
は
ば
た
け
愛
の
翼
‘

日
頃
よ
り
本
会
の
運
営
に
対
し
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
お

一
人
お
ひ
と
り
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
行
政
で
は
子
の
届
か
な
い
ぬ
く

も
り
の
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

『誰

も
が
安
心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
す
す
め
て
い
る
民
間
の
福
祉
団

体
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
社
協

の
主
た
る
財
源
は
会
員
会
費
や
善
意
の
寄

附
、
パ
ザ

l
収
益
等
で
、
そ
の
ほ
か
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
福
祉

パ
ザ
!
」
に
つ
い
て
は
、
財
源
確
保
の

環
と
社
協
の

P
R
を
か
ね
市
民
総
ぐ
る
み

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
を
呼
び
、
毎
年

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
小
山
貴
光

平
成

7
年
度
よ
り
町
団
法
人
会
青
年
部

会
の
協
力
を
得
て
、
新
し
い
パ
ワ
ー
が
加

わ
り
、

一
層
大
き
な
福
祉
の
輪
が
拡
が
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
平
成
8
年
度
に

は
親
会
の
社
団
法
人
町
団
法
人
会
が
協
賛

と
し
て
加
わ
り
、
地
域
の
推
進
事
業
の
担

い
手
と
し
て
大
き
な
大
き
な
活
力
を
い
た

だ
き
、
身
に
泌
み
て
そ
の
力
強
さ
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
あ
た
た
か
な
愛
の
翼
を
い
た
だ
き
、

今
後
益
々
社
協
の
役
割
が
地
域
で
花
開
く

よ
う
に
、

更
な
る
躍
進
を
目
指
し
て
飛
躍

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
社
団
法
人
町
田
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す

、
草

、
e

、

咽圃

@ 



地区会のう三
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原
町
田
第

地
区
研
修
会

「法
人
会
初
?
のお

茶
会
開
催
」

Q
J

ハU
'
円

L

Q
d
.
-
A
.
つ臼

四
時
よ
り

原
町
田
四
丁
目

・第

一
町
内
会
館

参
加
人
数
回
名

今
回
の
研
修
会
は
、
新
築
オ
ー
プ
ン
し

た
原
町
田
四
丁
目

・
第

一
町
内
会
館
で
、

茶道の心得も豊富な江成さん

第

1
部
お
茶
会
、
第

2
部
税
務
研
修
会
、

第

3
部
懇
親
カ
ラ
オ
ケ
会
と
盛
り
沢
山
の

内
容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
会
に
も
そ
ろ
そ
ろ
文
化
的
な
教
養

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
会

員
の
江
成
さ
ん
の
発
案
で
、
自
ら
が
師
事

さ
れ
て
い
る
茶
道
遠
州
流
小
堀
宗
慶
御
家

元
の
参
与
で
あ
ら
れ
る
米
山
先
生
を
お
招

き
し
、
初
め
て
の
お
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し

た
。同

会
館

2
階
に
は
床
の
間
や
水
屋
、
炉

@ 

も
設
え
て
あ
る
ま
だ
畳
の
薫
り
も
新
し
い

幻
畳
の
日
本
間
が
あ
り
ま
す
。
諸
星
地
区

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
男
性
ロ
名
、
女
性

7
名
の
参
加
者
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
お

茶
席
は
初
体
験
と
あ
っ
て
、
最
初
は
皆
さ

ん
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
江
成
さ
ん
、

三
石
さ
ん
や
米
山
先
生
の
ご
指
導
で
段
々

と
笑
顔
も
こ
ぼ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

お
茶
の
「
詫
び
寂
び
」
の
さ
わ
り
の
雰
囲

気
を
昧
わ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
中
野
屋
の
杉
浦
さ

ん
(
本
部
副
会
長
)
に
特
別
競
え
て
頂
い

た
「
栗
見
月
」
と
名
づ
け
た
お
菓
子
を
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
懐

紙
の
上
で
頂
き
な
が
ら
畳
に
こ
ぼ
し
て
し

ま

っ
た
り
、

「
2
時
か
ら

4
時
に
茶
碗
を

ま
わ
し
て
と
・
:
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
恐

る
恐
る
飲
む
姿
は
、
ま
る
で
前
の
人
の
飲

み
方
を
そ
の
ま
ま
真
似
す
る
と
言
う
、
落

語
の
中
に
出
て
く
る
長
屋
の
熊
さ
ん
j
ッ

ツ
ァ
ン
の
世
界
そ
の
ま
ま
の
光
景
で
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
始
め
て
の
お
茶
席
を
和
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気
諾
々
と
満
喫
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
あ
ま
り
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
最
小

限
の
お
作
法
だ
け
を
学
ん
で
、
楽
し
く
お

茶
を
頂
き
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
の
が
本

来
の
茶
の
道
、
利
休
の
こ
こ
ろ
な
の
で
す
。」

と
和
装
姿
も
凍
々
し
い
江
成
さ
ん
で
し
た
。

そ
の
あ
と
は
席
を
移
し
て

1
階
の
会
議

室
で
税
務
研
修
会
で
す
。
今
回
は
日
程
の

都
合
で
佐
藤
上
席
指
導
官
の
ご
都
合
が
悪

く
、
こ
れ
も
初
め
て
の
試
み
と
な
り
ま
し

た
が
、
地
元
会
員
で
も
あ
る
土
方
税
理
士

さ
ん
に
講
師
を
お
願
い
し
、
「
経
費
計
上

の
際
の
公
私
の
区
別
に
つ
い
て
」
と
い
う

題
で
約

1
時
間
勉
強
を
し
ま
し
た
。

普
段
実
際
に
中
小
企
業
の
指
導
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
実
際
的
、
具
体

的
な
事
例
を
ま
じ
え
て
分
か
り
ゃ
す
く
お

話
し
さ
れ
、
会
員
か
ら
も
身
近
な
質
問
が

飛
び
出
し
大
変
に
良
い
研
修
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
皆
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
各
種

団
体
(
ロ
ー
タ
リ
ー
、
会
議
所
、
町
内
会
、

業
界
団
体
、
法
人
会
等
々
)
の
会
費
や
研

修
費
は
そ
れ
が
実
際
に
自
社
の
経
営
に
ど

れ
ほ
ど
直
接
的
に
有
益
か
と
い
う
観
点
か

ら
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
判
断

さ
れ
ま
す
。
業
界
団
体
で
海
外
視
察
研
修

旅
行
を
し
て
、
現
地

5
日
間
の
う
ち

2
日

初めて体験された方が多かったお茶会会場

聞
は
工
場
見
学
や
意
見
交
流
会
議
を
し
た

が
、
残
り

3
日
間
は
観
光
や
ゴ
ル
フ
だ
と

す
る
と
そ
の
旅
行
費
用
全
額
を
経
費
で
落

と
す
の
は
難
し
い
。

文
、
会
社
で
購
入
す
る
乗
用
車
も
実
際

に
自
社
の
営
業
活
動
に
ど
の
く
ら
い
活
用

し
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
は
全
額
を
認
め

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
そ
の
場
合
の
経
費

以
外
の
分
は
給
与
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ

な
ら
役
員
の
給
与
は
ど
の
く
ら
い
が
上
限

な
の
か
等
々
、
熱
心
な
質
疑
応
答
も
あ
り

会
4
山

7
レ
hι

。

-
部

2
部
と
ま
じ
め
な
時
間
を
過
ご
し

た
あ
と
は
第

3
部
へ
、
会
場
を
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
の
最
上
階
に
移
し
て
、
お
い
し
い
料

理
と
飲
み
物
、
そ
れ
に
カ
ラ
オ
ケ
で
あ
っ

と
い
う
聞
に
夜
の
日
時
を
過
ぎ
ま
し
た
。

日
頃
の
不
景
気
も
し
ば
し
忘
れ
て
、
ま
じ

め
で
楽
し
い

一
夜
を
過
ご
し
た
第

一
地
区

会
の
研
修
会
で
し
た
。

橋

信
介
)

@ 
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「十

鶏謹J:の 伊那食品工業側中
町
地
区
会
パ

ス
研
修
会

「雲
海
に
浮
か
ぶ
大
自
然

・
・
・
・
・
秋
の
伊
那
路
」

(
寒
天
工
場
見
学
と
り
ん
ご
狩
り
)

日
月
6
日
(
水
)
晴
れ
。
参
加
者
お
名
。

薄
藷
の
朝

6
時
半
、
第

一
中
学
校
前
を

出
発
。
高
速
道
路
の
事
故
の
影
響
で
高
速

に
乗
る
の
が
遅
れ
た
だ
け
で
、
後
は
予
定

通
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

高
速
道
路
に
入
っ
て
か
ら
ビ
デ
オ
研
修

会
(
税
法
改
正
)
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

1
.法
人
税
の
引
下
げ

2
.
投
資
促
進

初参加の方も大勢の仲間との出会いが…

税
制
(
パ
ソ
コ
ン
減
税
)

3
.
相
続
税
の

軽
減

改
正
法
は
文
章
で
読
ん
で
分
か
っ
て
い
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
ビ
デ
オ
で
の
学
習
で

再
認
識
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

勉
強
会
が
終
わ
り
ま
す
と
、
パ
ス
ガ
イ

ド
さ
ん
の
案
内
で
、
今
ま
で
何
気
な
く
通

っ
て
い
た
所
が
歴
史
の
重
み
と
今
も
継
承

さ
れ
て
い
る
人
々
の
生
活
の
営
み
が
、
伝

わ

っ
て
来
た
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
話
さ
れ
た
こ
と
を
帰
路
で
、
ク

イ
ズ
と
し
て
出
題
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

慌
て
て
メ
モ
を
取
り
ま
し
た
。

伊
那
イ
ン
タ
ー
よ
り
第

一
目
的
地
の
寒

天
工
場
(
か
ん
で
ん
パ
パ

ガ
ー
デ
ン
)
に

着
き
ま
し
た
。

案
内
さ
れ
た
所
は
、
林
の
中
に
花
壇
が

い
っ
ぱ
い
で
、
清
掃
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ

を
入

っ
て
、
大
画
面
付
の
研
修
会
場
で
し

た
。
そ
こ
で
工
場
長
さ
ん
か
ら
、

「工
場
を

@ 

見
て
頂
き
た
い
の
で
す
が
、
時
間
の
都
合

で
ビ
デ
オ
を
ご
覧
下
さ
い
」
と
の
こ
と
。

そ
の
大
画
面
の
左
側
に
、

「
社
是
」
の
額
が

掛
け
て
あ
り
ま
し
た
。

「
い
い
会
社
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
た

く
ま
し
く
、
そ
し
て
、
や
さ
し
く
。

事
業
主
で
あ
れ
ば
誰
で
も
思
っ
て
い
る

事
を
す
ん
な
り
と

す
姿
勢
が
、
乙
の
会

社
の
理
念
な
ん
だ
と
察
す
る
事
が
で
き
、

工
場
長
さ
ん
か
ら
毎
朝
全
員
で
掃
除
を
す

る
お
話
も
納
得
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

レ
ス
ト
ラ
ン
に
案
内
さ
れ
ま
す
と
、

昼
一食

の
用
意
が
さ
れ
て
お
り
、
寒
天
を
ふ
ん
だ

ん
に
使

っ
た
ヘ
ル
シ

l
メ
ニ
ュ

ー
に
、
女

性
達
は
寒
天
の
調
理
法
等
を
語
ら
い
な
が

ら
和
や
か
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

次
に
パ
ス
を
乗
り
継
ぎ
ロ

l
プ
ウ
ェ
イ

で
駒
ヶ
岳
千
畳
敷
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
中
で
中
腹
あ
た
り
か
ら
少

し
紅
葉
が
見
え
ま
し
た
が
、
頂
上
は
あ
い

に
く
ガ
ス
が
か
か
っ
て
、
見
る
事
が
で
き

ず
残
念
で
し
た
。



駒
ケ
根
イ
ン
タ
ー
よ
り
松
川
の
り
ん
ご

番多

園
に
着
き
ま
し
た
。
た
わ
わ
に
実
っ
た
り

ん
ご
が
私
達
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

ど
れ
を
取
ろ
う
か
迷
い
な
が
ら
、
食
べ
た

り
、
龍
に
入
れ
た
り
堪
能
し
、
り
ん
ご
園

を
後
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

パ
ス
の
中
で
ク
イ
ズ
大
会
が
始
ま
り
、

@ 

問
題
を
出
す
人
、
答
え
る
人
、
景
品
付
の

大
会
は
盛
上
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ

ン
を
と
る
の
に
は
最
高
で
し
た
。
時
間
の

た
つ
の
も
忘
れ
て
い
る
う
ち
に
、
町
田
に

着
き
ま
し
た
。

今
回
初
参
加
の
私
に
と
っ
て
、
大
勢
の

方
々
と
の
出
会
い
と
、
町
団
法
人
会
と
は

• 
こ
の
よ
う
な
会
だ
っ
た
の
か
と
、
食
わ
ず

嫌
い
を
反
省
し
ま
し
た
。
楽
し
い

一
日
を

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
役
員
の

方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
心
温
ま

る
物
を
感
じ
な
が
ら
、
家
路
に
着
い
た
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

• 

(宮

利
子
)

吋吋 おら-'事よ詩吟 .T.J 立 時

税金クイズ ・税務研修のあとはキノコ狩り 、そして リンゴ狩りも

学
園

ア大
谷
、丸本
町
田
地
区

w

合
同
パ
決
研
修
冶三

「
紅
葉
の
秩
父
路
と

椎
茸
狩
り
の
旅
」

去
る
日
月

4
日
、
恒
例
の
パ
ス
研
修
会

を
学
園
・
大
谷
地
区
と
本
町
田
地
区
合
同

で
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
趣
向
を
変
え
て
、
秩
父
神
社
参

拝
と
、
キ
ノ
コ
狩
り
(
椎
茸
)
、
リ
ン
ゴ
狩

り
と
盛
り
沢
山
の
サ
ー
ビ
ス
を
計
画
し
ま

し
た
。
お
陰
様
で
参
加
者
も
訂
名
、
本
町

田
も
大
勢
の
参
加
者
で
賑
や
か
で
し
た
。

天
気
は
下
り
坂
と
か
で
朝
か
ら
雲
が
厚

く
、
い
つ
降
り
出
す
か
気
掛
か
り
で
し
た

が
、
秩
父
に
着
く
乙
ろ
か
ら
、
晴
れ
聞
か

ら
時
折
日
が
差
し
て
絶
好
の
旅
行
日
和
に

な
り
ま
し
た
。

パ
ス
の
中
も
税
金
ク
イ
ズ
で

一
気
に
眠

気
が
醒
め
、
皆
さ
ん
が
真
剣
に
奮
闘
し
た

結
果
、
問
点
満
点
と
し
て
、
槌
点
但
点
、
乃

点

2
名
そ
の
他
大
勢
の
方
が
高
得
点
を
出

し
ま
し
た

0

・
:
皆
さ
ん
普
段
か
ら
勉
強
し

て
い
る
ら
し
い
。

税
金
ク
イ
ズ
が
終
わ

っ
て
、
高
坂
サ

l

ピ
ス
エ
リ
ア
で
小
休
憩
し
、
パ
ス
の
中
で

は
午
前
中
の
ビ
デ
オ
の
税
務
研
修
を
始
め

@ 
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け

ま
し
た
。
題
名
は

「
日
年
度
税
制
改
正
の

ポ
イ
ン
ト
と
法
人
会
の
活
動
」
と
租
税
教

育
用
の
「
お
し
る
こ
姫
の
時
空
回目
険
」
で
す
。

な
か
な
か
分
か
り
易
く
、
面
白
く
出
来

て
い
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
み
の
キ
ノ
コ
狩
り
は
、
時
期
が
多

少
遅
く
沢
山
あ
る
と
は
言
い
が
く
、
我
々

の
た
め
に
残
し
て
お
い
た
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
し
か
し
、
本
物
を
摘
み
取
る
感
覚

は
楽
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
度
来
る

時
は
最
盛
期
に
来
た

い
も
の
で
す
。

キ
ノ
コ
園
の
す
ぐ
近
く
に
リ
ン
ゴ
園
が

あ
り
ま
す
。
徒
歩
で

4
1
5
分
。
大
変
合

理
的
に
考
え
て
い
る
ら
し
い
。
リ
ン
ゴ
も

大
き
く
実

っ
て
美
味
し
く
、
本
場
の
長
野

よ
り
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

帰
り
の
パ
ス
も
賑
や
か
に
、
皆
さ
ん
が

無
事
元
気
に
帰

っ
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

取
敢
ず

件
落
着
の
旅
で
し
た
。

(
佐
瀬

三
郎
)

の
務
会

区
税
修

地

研

各9
月
か
ら

日
月
に
か
け
て
は
、
次
の
地

区
会
で
税
務
研
修
会
や
経
済
講
演
会
を
開

催
。
あ
わ
せ
て
異
業
種
突
流
を
目
的
に
懇

談
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

-
主
な
テ
!
マ
「
身
近
な
税
金
」

法
人
税
の
主
な
改
正
点
と
、
生
活
に
密
着

し
た
税
の
話

-
講
師
町
国
税
務
署
佐
藤
上
席
指
導
宮

成
瀬
第
二
地
区
税
務
研
修
会

(参
加
者
什
名
)

日
時

9
月
お
日

場
所
成
瀬
会
館

午
後

6
時
加
分

鶴
川
第

一
一地
区
J
税
務
研
修
会

(参
加
者
市
名
)

日

時

叩

月

7
日

午

後

1
時
初
分

場
所
八
千
代
銀
行
鶴
川
支
庖

忠
生
西
地
区
税
務
研
修
会

(参
加
者
げ
名
)

日

時

叩

月

旬

日

午

後

6
時

場
所

(有
)
池
田
工
務
庖

@ 

金
森
・
高
ヶ
坂
地
区
税
務
研
修
会

(参
加
者
お
名
)

日

時

叩

月

叩

E

午
後

6
時
初
分

場

所

高

ヶ
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

鶴
川
第
三
地
区
税
務
研
修
会

(参
加
者
川
名
)

日

時

叩

月

包

日

午

後

6
時

場

所

鶴

川
市
民
セ
ン
タ
J
第
一
会
議
室

日 写 会小

時五両局i

HA祝つ

82務く
日研し

安野
Z高f

鶴
間
地
区

場
所

午
後

6
時

ケ
i
ユ
i
会
議
室

中
町
地
区
税
務
・
経
済
研
修
会

(参
加
者
加
名
)

日

時

打

月

お

日

午

後

4
時

場

所

法

人

会
事
務
局

講

師

八

千

代

銀

行

海

老

原

隆
幸
氏



(株)マルビシ

光と緑、

風を感じる家づくり

当
社
は
、
ツ
|
パ
イ
フ
オ
|
工
法
の
輸
入

住
宅
、
鉄
骨
建
築
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
幻

年
間
に

5
0
0
0
棟
に
も
及
ぶ
実
績
を
誇
り
、

さ
ら
に
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
や
不
動
産
事
業

な
ど
幅
広
い
事
業
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
都
会
に
あ

っ
て
も
光
と
緑
、
風
を
感
じ

た
い
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
屋
上
ガ
ー
デ
ン
バ

ル
コ
ニ
ー
付
木
造
住
宅
を
開
発
し
ま
し
た
。

都
市
近
郊
に
お
け
る
狭
小
、
変
形
敷
地
に

十
二
分
に
対
応
し
、
敷
地
の
有
効
活
用
と
、

ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
提
案
し
、
個
々
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
マ

ッ
チ
し
た
屋
上
の
活

な
特
長
が
あ
り
ま
す
。

用
方
法
を
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
選
べ
る
大
き

屋
上
庭
園
の
あ
る
く
う
し

新
屋
上
防
水
工
法
と

G
ウ
ェ
イ
ブ
植
栽

シ
ス
テ
ム
工
法
に
よ
り
木
造
住
宅
の
屋
上

に
も
芝
生
や
花
壇
が
作
れ
、
家
庭
菜
園
も
思

い
の
ま
ま
:
:
:
。
生
活
の
豊
か
さ
が
実
感
で

き
ま
す
。

新
し
い
防
水
層
と
勾
配
っ
き
ス
タ
イ
口

フ
ォ
ー
ム
断
熱
材
を
使
用
し
た
外
断
熱
工

法
に
よ
り
小
屋
裏
結
露
の
発
生
を
大
幅
に

抑
え
、
夏
と
冬
の
室
内
温
度
を
快
適
に
保
ち

ま
す
。

屋
上
の
緑
は
、
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と

共
に
、
少
な
く
な

っ
て
き
た
都
市
部
の
緑
を

増
や
し
環
境
に
も
優
し
い
住
宅
づ
く
り
で
す
。



便り
青年部会・見学研修会

オープン間もなしミ
オルゴールの森美術館で
芸術の秋を堪能する

れ

r 10 
た月

o 26 
Z 日
旧|、

の見
コ 学
l 研
ス修
は会

が
富行
士な
山わ

の
裾
野
に
あ
る
'
自
衛
隊
の
富
士
学
校
を
見

学
し、

河
口
湖
で
畳
食
を
と
り
、
オ

l
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
、
河
口
湖

・
オ
ル
ゴ

l

ル
の
森
美
術
館
を
見
学
し
、
勝
沼
で
、
ブ

ド
ウ
狩
り
を
楽
し
み
、
最
後
に
ワ
イ
ン
工

ー
ル
で
し
た
。

場
見
学
と
い
う
、
盛
り
沢
山
の
ス
ケ
ジ
ユ

朝
8
時
に
事
務
局
前
を
パ
ス
で
出
発
し
、

富
士
学
校
へ
向
か
い
ま
し
た
。

富
士
学
校
で
は
、
パ
ス
の
中
か
ら
何
億

円
も
す
る
最
新
戦
車
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
で
は
お
土
産
も
自
由
に
買
え
、
予
約

し
で
あ
れ
ば
、
自
衛
官
の
皆
さ
ん
と
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
の
食
事
が
格
安
で
食
べ
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

次
ぎ
に
向
っ
た
、
今
回
メ
イ
ン
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
の
森
美
術
館
は
、
と
て
も
締
麗
な

造
り
で
、
外
国
の
様
で
し
た
。
随
時
演
奏

が
聴
け
、
圧
巻
な
こ
と
は
、
オ

l
ス
ト
リ

ア
か
ら
招
い
て
い
る
プ
ロ
の
バ
イ
オ
リ
ン

@ 

や
チ
ェ
ロ
の
演
奏
者
に
よ
る
四

奏
が
間

近
で
聴
け
る
こ
と
で
す
。

そ
れ
と
話
題
に
な
っ
た
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク

号
に
載
る
は
ず
だ
っ
た
、
日
く
付
き
の
ド

イ
ツ
製
の
自
動
演
奏
楽
器
が
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
と
か

ら
急
に
演
奏
家
が
乗
り
込
む
こ
と
に
な
り
、

あ
の
事
故
に
遭

っ
た
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
自
動
演
奏
楽
器
も
演
奏
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
の

で
加
分
時
間
を
延
長
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

急
い
で
次
の
ブ
ド
ウ
狩
り
に
向
い
、
甲

州
ブ
ド
ウ
と
甲
斐
路
を
食
べ
ま
し
た
。
や

は
り
も
ぎ
た
て
は
、
と
て
も
美
昧
し
か
っ

た
で
す
。

最
後
に
ワ
イ
ン
工
場
で
、
ワ
イ
ン
の
試

飲
を
し
、
お
土
産
を
買
っ
て
、
ほ
ぽ
予
定

通
り
に
、
無
事
町
田
に
着
き
ま
し
た
。

(
諸
星

征
孝
)



ったら・・・

義と租税回避の狭間でj

日

月
9
日
、
法

人
会
事
務
局
の
会
議

室
で
税
務
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

町
田
税
務
署
の
佐

お
迎
え
し
て
、

「租
税
法
律
主
義
と
租
税

藤
副
署
長
を
講
師
に

回
避
の
狭
間
で
」
と
い
う
演
題
で
し
た
。

副
署
長
は
十
数
年
間
に

E
っ
て
国
税
庁

に
お
け
る
税
務
訴
訟
の
重
要
な
ポ
ス
ト
に

携
わ
っ
て
き
た
経
歴
の
持
ち
主
で
、
と
て

も
興
味
の
あ
る
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

ま
ず
署
の
更
正
、
決
定
処
分
(
納
税
額
)

に
不
服
が
生
じ
た
場
合
、

ω最
初
に
異
議

申
立
を
行
な
い
ま
す
。
こ
れ
は
処
分
の
通

知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら

2
ヶ
月
以
内

に
税
務
署
長
に
対
し
、

『
異
議
申
立
童
邑
を

提
出
じ
て
行
な
う
乙
と
が
で
き
ま
す
。

青年部会・

に
基
づ
き

『
異
議
決
定
書
』

定
に
な
お
不
服
な
場
合
、
審

な
い
ま
す
。
審
査
請
求
は
、

異
議
決
定
書
の
通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日

か
ら

1
ヶ
月
以
内
に
国
税
不
服
審
判
所
長

に
対
し
、

『
審
査
請
求
書
』
を
提
出
し
て
行

な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
請
求
書
に
基
づ
き

「裁
決
書』

が

届
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
裁
決
に
不
服
の
場
合
、

最
後
に

ω処
分
取
消
訴
訟
を
起
ご
し
ま

す
。
処
分
取
消
訴
訟
は
、
裁
決
が
あ
っ

た

こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
、

3
ヶ

月
以
内
に
地
方
裁
判
所
に
対
し

『訴
状
」

を
提
出
し
て
行
な
う
ご
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

自
動
的
に
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
に
最
近
争
わ
れ
た
実
例
を
挙
げ
、
国

側
の
租
税
法
律
と
納
税
者
側
の
あ
ら
ゆ
る

租
税
回
避
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ω法
人
税
法
辺
条
・
低
額
譲
渡

ω法
人
税
法
弘
条
(
過
大
な
役
員
報
酬

等
の
損
金
算
入
)
・
子
女
に
対
す
る
役
員

報
酬

ω法
人
税
法
訂
条
(
寄
付
金
の
額
)

高
額
譲
受

ω法
人
税
法
町
条
(青
色
欠
損
金
の
繰

越
控
除
)
・
逆
さ
合
併

ω所
得
税
法
部
条
(
収
入
金
額
)
・
法

人
に
対
す
る
無
利
息
貸
付

ω所
得
税
法
部
条
(
収
入
金
額
)
・
不

動
産
管
理
会
社
経
由
に
よ
る
所
得
分
散

的

所
得
税
法
印
条
(
み
な
す
譲
渡
収
入

金
額
)
・
法
人
に
対
す
る
低
額
譲
渡

こ
れ
ら
は
上
手
く
、
法
の
目
を
潜
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る

措
置
と
し
て
、
法
人
税
法
問
条
と
所
得
税

法
印
条
に
は
、
税
務
署
長
の
判
断
で
『
所

得
税
や
法
人
税
を
不
当
に
減
少
さ
せ
る
結

果
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
行
為
ま
た

は
計
算
を
否
認
し
て
(
な
い
も
の
と
し
て
)
、

総
所
得
金
額
等
を
計
算
す
る
こ
と
が
出
来

る
』
法
が
あ
り
、
法
の
目
を
潜
る
こ
と
は
、

不
可
能
に
近
い
ご
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

(諸
星

征
孝
)

@ 



便り
女
性
部
会
・
見
学
研
修
会

「
都
内
ロ
マ
ン
紀
行
と
新
名
所
」

はの

z塁10
とz研月

五修 21

モ歪日
考~ 、

小加 今
型者団

パ
ス
を
大
型
パ
ス
に
変

更
し
た
程
の
盛
況
で
し
た
。

秋
日
和
の
典
型
み
た
い
な
朝
で
し
た
。

当
日
は
雲

一
つ
な
く
、

パ
ス
は
、
第

一
目
的
地
の
銀
座
へ
と
走

り
だ
し
ま
し
た
。
パ
ス
の
中
、

、ビ
デ
オ
で

相
田
み
つ
を
美
術
館
に
つ
い
て
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
武
井
老
師
の
解
説
に
よ
る

と
「
生
き
る
道
は
筆
以
外
に
な
い
」
と
覚

悟
し
て
、
独
自
の
書
体
を
追
求
し
た
と
の

こ
と
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
文
字
に
微
妙

な
変
化
を
つ
け
る
の
だ
そ
う
で
す
。

や
が
て
パ
ス
は
、
銀
座
の
相
田
み
つ
を

美
術
館
に
着
き
ま
し
た
。
館
内
は
ゆ
っ
た

り
し
た
感
じ
で
、
独
特
な
書
体
の
作
品
が

展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
実
物
は
、

迫
力
が
あ
り
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
相
田
み

つ
を
の
書
が
素
晴
ら
し
い
の
は
、

書
そ
の

も
の
が
芸
術
的
に
優
れ
て
い
る
か
ら
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、

こ
こ
ろ
に
響
く
い
の
ち
の

こ
と
ば
の
書

だ
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
の
持
つ
弱
さ
と
強
さ
を
素
直
に
受

け
止
め
、
そ
し
て
、
優
し
く
諭
す
こ
と
ば

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
「
道
」
「
い
の
ち
」

「
め
ぐ
り
あ
い
」
「
憂
い
」

:
:
:
私
の
特
に

好
き
な
作
品
で
す
。

次
は
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
の
食
事
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
。

女
性
ば
か
り
で
す
の
で
、
飲
み
物
に
は
手

を
出
さ
ず
、

専
ら
料
理
ば
か
り
、
皆
さ
ん

よ
く
食
べ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
若
い
ウ
エ

イ
タ
ー
さ
ん
達
が
、
私
達
の
食
欲
に
呆
れ

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
三
の
目
的
地
は
、
目
黒
雅
叙
園
美
術

ノ

館
の
見
学
で
す
。
現
在
開
催
さ
れ
て
い
る

テ
ー
マ
は
、
「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ワ
ー
ル
ド
」
[植

物
物
語
]
で
す
。
現
代
植
物
画
家
諸
氏
の

出
展
協
力
に
よ
る
作
品
で
、
四
季
折
々
に

変
化
す
る
植
物
を
描
い
た
作
品
ば
か
り
で

す
。
主
に
花
々
を
題
材
と
し
た
作
品
の
豪

華
な
展
覧
会
で
し
た
。

次
は
、
お
台
場
パ
レ
ッ
ト
タ
ウ
ン
に
向

い
ま
し
た
。
通
称
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
フ

ォ
1
卜

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
シ
ョ

@ 

目黒雅叙園の口ビ にで



ッ
ピ
ン
グ

・
タ
ウ
ン
を
真
似
た
と
の
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
本
場
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
と

は
ス
ケ
ー
ル
と
い
い
雰
囲
気
と
い
い
違
つ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
お
台
場
は
若
者

と
喧
騒
の
街
と
い
う
印
象
で
し
た
。

帰
路
は
、
ベ
イ
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
経
由
し
て

午
後

6
時
半
頃
町
田
に
着
き
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
「
芸
術
の
秋
」
を
堪

能
し
「
食
欲
の
秋
」
を
満
喫
し
た
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
周
遊
の

一
日
で
し
た
。

年末調整
説明会を開催

(
小
沼
祐
紀
子
)

源
泉
部
会
・
第
3
回
研
修
会

法竹H
会年'

5日
毛筆
ヤA は
ι 、

催税
で務

署
市
内市
5 役

ヵ
所
の
会
場
に
お
い
て
、
年
末
調
整
等
事

務
の
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も

日
月
日
日
か
ら
延
べ

5
日
間

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
法
人
会
の
源
泉
部
会

の
会
員
を
対
象
に
、
去
る
日
月
日
日
八
千

代
銀
行
町
田
支
屈
の
会
議
室
を
借
用
し
て

説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
の
司
会
は
、
源
泉
部
会
の
幹
事

三
石
液
化
ガ
ス
(
株
)
大
野
和
夫
氏
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

相
馬
源
泉
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

町

国
税
務
署
佐
藤
副
署
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

副
署
長
は
平
素
の
協
力
に
感
謝
し
た
後
、

「
給
与
所
得
者
の
年
税
額
を
確
定
す
る
大

事
な
年
末
調
整
事
務
を
、
改
正
点
等
を
確

認
し
正
確
に
実
施
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
受
給
者
や
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
る

た
め
、
源
泉
税
及
び
消
費
税
の
期
限
内
納

相
馬
部
会
長
出

司
会
の
大
野
さ
ん
回

付
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
:・
」
と
協

力
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
は
町
田
税
務
署
及
び
町
田
市
役
所

の
担
当
官
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
法
人
会
会
員
の
う
ち
、
大
口

徴
収
義
務
者
を
以
て
組
織
し
て
い
る
源
泉

部
会
の
皆
さ
ん
日
名
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
後
、
税
務
署

・
市
役
所
・
法

人
会
の
三
者
共
催
で
、
市
内

5
ヵ
所
に
お

合 い
計て
500実
名 施
でさ
しれ
たた
。 説

明
.6. 
:z:;; 
p¥ 

の
参
加
者
は

@ 



延べ参加者数は425人ンースン

秋
の
研
修
事
業
は
、

9
月
初
旬
か
ら
初

級
簿
記
講
習
会
を
初
め
と
し
て
、
実
務
簿

記
講
習
会
(
叩
日
間
)
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

(
也
日
間
)
と
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
パ

ソ
コ
ン

1
日
体
験
教
室
、
更
に
税
務
説
明

会
を

2
回
実
施
し
ま
し
た
。

一
簿
記
講
習
会

初
級
簿
記
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知

識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
仕
訳
の

処
理
の
仕
方
か
ら
決
算
書
を
つ
く
る
ま

で
の
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
実
務
簿
記
講
習
会
は
、
実
務
レ
ベ

ル
で
役
に
立
つ
簿
記
の
知
識
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

申
告
書
の
書
き
方
や
経
営
分
析
ま
で
内

容
に
含
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

一
パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ

コ
ン
教
室
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の

エ
ク
セ
ル
を
教
材
に
し
て
、

パ
ソ

コ
ン
の

基
礎
知
識
か
ら
表
と
グ
ラ
フ
の
作
り
方
、

実
務
的
な
資
料
作
り
と

し
て
ワ
ー
プ
ロ

に
グ
ラ
フ
を
表
示
さ
せ
る
方
法
な
ど
の

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
画

面
を
投
影
し
て
、
マ
ウ
ス
の
動
き
を
分
か

り
ゃ
す
く
説
明
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
点

が
あ
っ
て
も
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
講
師
が

居
る
の
で
す
ぐ
助
け
て
く
れ
ま
す
。

一
方
ワ
ー
プ
ロ
教
室
は
、
応
募
者
が
数

名
し
か
無
か
っ
た
の
で
や
む
な
く
中
止

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
の

応
募
が
今
回
も
多
か
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら

に
教
室
を
変
更
し
ま
し
た
。

第
包
囲
初
級
簿
記
講
習
会

延毎 9
べ週月
参水 8
加曜刊日
数日片か

46 り
名 10~ 11 

間月
8 10 

日

(有
)
S
-
B
-
S
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

須
崎

孝
子

(株
)
ケ
イ
エ
ス

鈴
木

君
雄

(株
)
テ
ク
ノ

岡
本
真
由
子

(株
)
レ
ク
メ
ド

吉
岡

涼
子

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら

こ
ん
な
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

0

0
初
心
者
で
も
分
か
り
ゃ
す
い
授
業
だ

っ
た
の
で
と
て
も
良
か

っ
た
。
(
初
日
)

O
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
書
の
違
い



秋は講習三
初級簿記の田後先生(左)、

実務簿記の清水先生 (右)

と
役
割
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
(2
回
目
)

O
仕
訳
か
ら
精
算
表
ま
で
の
流
れ
が
分

か
り
ま
し
た
。
(4
回
目
)

O
減
価
償
却
の
処
理
は
難
し
い
。
(
7
回

目
)

O
簿
記
は
、
数
字
の
面
か
ら
会
社
が
見
え

る
の
で
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
今
度
は
上
の
ク
ラ
ス
を
受
講
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
殆
ど
の
会
社
は

パ
ソ
コ
ン
会
計
の
導
入
を
考
え
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
た

簿
記
講
習
を
希
望
し
ま
す
。
(
最
終
回
)

第
怜
回

実
務
簿
記
講
習
会

毎
週月
木 9
曜山同
日が〈

10b 
門 11
品骨

11 
日

べ
参

(株
)
鳥

円

フ忙

** 

(有
)
井
上
金
物
庖

(有
)
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン

井
上

盲
六
明
一
息

森

(企
)
M
R
C
サ
ー
ビ
ス

古
郡

洋
子

(株
)
内
藤
電
誠
町
田
製
作
所

野
口

和
代

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら

こ
ん
な
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

。
経
理
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
処
理
し

て
い
ま
す
が
、
基
本
が
分
か

っ
て
い
な
か

っ
た
と
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

。
久
し
ぶ
り
に
簿
記
の
基
本
を
勉
強
し
、

忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

(初
日
)

。
試
算
表
、
精
算
表
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
の
説
明
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

(
3
回
目
)

。
貸
倒
れ
の
処
理
方
法
な
ど
、
実
務
的
な

お
話
が
と
て
も
貴
重
に
感
じ
ま
し
た
。
(5

回
目
)

長官

。
申
告
書
の
作
成
で
よ
く
分
か
ら
な
か

っ
た
所
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
、

申
告
書
が
間
違

っ
て
い
な
い

か
確
認
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
(9
回
目
)

O
こ
の
講
習
を
受
け
る
こ
と
で
、
私
の
会

社
復
帰
の
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
(最

終
回
)

第
8
回
パ
ソ
コ
ン
教
室

(有
)
グ
リ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン

森

節

(株
)
ア
イ
・
工
ヌ
・
ジ
|

住
子

山
根

(有
)
親
甲
浦
材
工
業

(有
)
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
亀
井

岡

幾
子康

(有
)
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
亀
井

節
子

@ 



議懇
!護手

ム一
AFZE 研修委

な
か
じ
ま
商
事

(株
)

(有
)
鈴
章
組

(株
)
ホ
テ
ル

ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田
杉
田

(株
)
日
栄
土
木

藤
原
建
設

(株
)

(株
)
中
央
経
営

(株
)
ア
コ
ウ

(株
)
ア
コ
ウ

新
生
興
業

(株
)

(有
)
ヴ
ァ
リ
ュ

l
サ
プ
ラ
イ

近
代
建
設

(株
)

(有
)
キ
シ
マ

(有
)
ビ
|
ア
ン
ド
ケ
イ

(医
・
杜
)
尾
碕
歯
科
医
院

(医
・杜
)
尾
碕
歯
科
医
院

(株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

(株
)
プ
レ
シ
ア

(有
)
マ
ル
モ
ト
酒
庖

阿
部

和
明

鈴
木
祐
美
子

修
孝

関
口

雅
代

藤
原

徳
郎

富
田

達
美

白
井

妙
子

青
水

静
江

芳
賀

義
信

岩
添

綾
子

半
沢

和
子

岸
間

目
取
富
山

中
川
美
津
江

尾
碕

秀
夫

尾
碕

孝
代

中
村
ト
セ
子

在害

幸

郎

久
保
田
朋
子

第

9
回
(
追
加
)

パ
ソ
コ
ン
教
室

叩
月
刊
ゆ
白
か
ら
刊
月
辺
日

毎
週
月
曜
日

(
6
日
間
)

会
場
・
町
田
経
理
専
門
学
校
二
号
館

延
べ
参
加
数
行
名

修
了
者
名
簿

(
引
名

(有
)
岩
東
工
業
所

大
川
自
動
車
硝
子

(株
)

大
川
自
動
車
硝
子
(
株
)

大
久
保
電
機

(株
)

大
久
保
電
機

(株
)

大
久
保
電
機

(株
)

大
久
保
電
機

(株
)

(株
)
協
立
産
業

(株
)
柴
藤
庭
石
園

(
株
)
柴
藤
庭
石
園

(株
)
柴
藤
庭
石
園

(有
)
周
山
造
園

大
同
生
命
保
険

(相
)
町
田
営
業
所

大
同
生
命
保
険

(相
)
町
田
営
業
所

大
同
生
命
保
険

(相
)
町
田
営
業
所

敬
称
略
)

岩
東
千
恵
子

大
)11 

敏
行

肯~

沢

公
明

佐
藤

康
弘

大
久
保

ル
ル
宮
享

:

J
/
 

ご'.L>，
f口

朗

牧
原原

隆
幸

吉
田

信
也

佐
々
木
晴
夫

野
村

幸
男

阿
部
と
み
江

古
賀
よ
し
子

尾
崎

純
子

{
子
留
島

@ 

大
同
生
命
保
険

(相
)
町
田
営
業
所

七
五
三
木
麻
美

(有
)
平
工
務
庖

平

初
男

(株
)
タ
ケ
マ
ツ

竹
松

佳
夫

(株
)
テ
ィ
・
ア
イ
・
ジ
|

森
川
や
よ
い

(有
)
ナ
カ
工
業

中
村

三
土
口

(株

)
二

l
ズ

大
森

圭
子

信

受
講
生
の
皆
さ
ん
か
ら

こ
ん
な
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

O
は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
教
わ

り
ま
し
た
。
非
常
に
丁
寧
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
(初
日
)

O
パ
ソ

コ
ン
は
凄
い
1

こ
の
歳
で
こ
ん

な
チ
ャ
ン
ス
に
め
ぐ
り
会
え
て
良
か

っ
た
。

。
今
ま
で
勘
に
頼
っ
て
操
作
し
て
い
ま

し
た
が
、
意
昧
を
理
解
し
な
が
ら
操
作
す

る
事
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
(
2
回

日百

目。
現
金
出
納
帳
を
し
っ
か

り
覚
え
て
活

用
で
き
る
様
に
し
た
い
。
(4
回
目
)

O
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使

っ
た
住
所
録
な

ど
が
面
白
か

っ
た
。

薫

。
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
な
い
で
、
他
の
講

習
も
受
講
し
た
い
。
(5
回
目
)



一
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

一
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

会
場
・
メ
デ
ィ
ア
バ
レ

l
町
田
・

5
階

パ
ソ
コ
ン
教
室

参

加

数

幻

名

中高年を対象に体験教室を実施

初
心
者
の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

・

パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室
を
日
月
四
日
と
お

日
に
実
施
し
ま
し
た
。

四
日
は
、
前
回
好
評
だ

っ
た
「
中
高
年

の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
を
テ
1
マ
に
、

パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
テ
1
マ
は
、

受
講
者
の
年
齢
層
に

ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
、
同
じ
教
室
の
中
で

理
解
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
出
て

き
ま
す
。
対
象
を
中
高
年
に
限
定
す
る
こ

と
で
そ
れ
が
解
決
で
き
れ
ば
と
計
画
し

土品
T
U
みん

。

初
日
は
、

「巧
。
丘
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
」

を
テ

l
マ
に
、
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
た
葉

書
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
宛
名
印
刷
を
マ
ス

タ
ー
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

一
税
務
説
明
会

叩
月

4
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お
い

て
法
人
税
申
告
書

の
書
き
方
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
(参
加
者
団
名
)

こ
の
説
明
会
の
目
的
は
、
決
算
書
を
作

成
し
た
会
員
企
業
が
申
告
書
を
自
社
(
自

分
)
で
作
成
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。新

規
に
計
画
し
た
乙
の
説
明
会
も
今

回
で

4
回
目
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
の
感
想
を
お
聞
き
し
て
、
そ
の
都

度
内
容
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日

の
説
明
は
、
大
変
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

次
回
開
催
は

2
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
日
月
ロ
日
は
、
町
田
間
税
会
と

しい共
ま」催
しとで
た題う
。 し誤

てり
消や
費す
税い
の消
説費
明税
会の
を取
実り
施扱

提
出
さ
れ
た
申
告
書
か
ら
判
断
さ
れ
る
、

誤
り
の
多
い
事
項
や
帳
簿
書
類
の
保
存

規
定
な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
参
加
者
お
名
)

講
師
は
、
両
日
と
も
町
田
税
務
署
の
佐

藤
上
席
指
導
官
に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。町田問税会 杉山英夫会長

@ 



現
物
給
与
等

(
フ
リ
ン
ジ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
)
の

取
り
扱
い
の
概
要
に
つ
い
て

副

ー• • • • 
ー• 置• 

給
与
所
得
の

な
か
で
も
現
物

給
与
等
(
フ
リ

ン
ジ
・
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
)
の
よ

う
に
、
政
策
的

見
地
か

5
、
ま

た
、
金
銭
・
物
・
権
利
な
ど
の
支
給
形
態
の

違
い
に
よ
り
そ
の
取
り
扱
い
が
異
な
る
も
の

が
あ
る
な
ど
、
実
務
上
、
課
税
・
非
課
税
の

判
断
に
迷
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
は
税
制
調
査
会
で
も
審
議

が
な
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ン
ジ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
課
税
の
概
要
を
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

ー
ー• • • • • 置• 圃• 

妥妥

現
物
給
与
等
の
取
り
扱
い
の
概
要

給
与
は
金
銭
で
支
給
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ

る
が
、

「物
ま
た
は
権
利
そ
の
他
の
経
済
的
利
益
」

を
も

っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
通
常
こ

れ
を

「現
物
給
与
」
と
呼
び
、
金
銭
給
与
と
区

別
し
て
い
る
。

所
得
税
法
に
お
い
て
は
、
金
銭
に
よ
る
収
入

だ
け
で
は
な
く
、

「物
ま
た
は
、
権
利
そ
の
他
の

経
済
的
利
益
」
に
よ
る
収
入
に
つ
い
て
も
各
種

所
得
の
収
入
金
額
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
、
原
則
と
し
て
、
こ
の
現
物
給
与

も
、
給
与
所
得
の
収
入
金
額
に
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。

と
こ
ろ
で
所
得
税
法
お
よ
び
租
税
特
別
措
置

f!j 

Z 
J 

ー• • 圃• • 
法
の
法
令
や
所
得
税
基
本
通
達
に
よ
れ
ば
、
現

物
給
与
等
に
つ
い
て
非
課
税
の
規
定
を
設
け
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

@ 



d
p
a
非
課
税
の
取
り
扱
い

⑦ 慰
⑥ ⑥ 創 ④ 宿 ③ 言 ① 通ンレ 直残

Z頁安 等ク 業
. 

者業
勤手旅 のリ

Ed辺命Eh 、
日 の の

行 費エ 直
食事直日 支 当

用 l 品
料 給 目

ン 等
. 

ヨ 宿

• -当 J欠 支な当は従 ねさもで右業IJ 而 あ定給 Jr かやr 具 O 交
旅目旅のの 給る額 41e業五らのそ る額与課守 の O 通
行的 行もい しょZ二Z を課員年にでの記 l司もでに税使所使円機
の地 i=のず た 支税の以云あ記念、: の支代。 m得用ま関
参の要はれ と社給。運上 り念等 1正 は給えな者者明、 のでの
加滞非に き2す主動の自ヵ:品に とJ3すて h の 号非和l
が者在す課も は る 会 期ヂ つが 際円 る、深自古が自そ 課 HJ

日急税該 イ芦場ドば号iE4社」以間金書夜 の !i税に現
全数 。勺

の五合1'1安 lEにの会支 Z i 等の勤 21別手よ行従以 Hが1 す

業内四 る 害る芸詰旅に到22宇部 l 同給号 Hの途ぉ皇|の
不 行支来 分 1 与吉価規、~~で泊堵 け参加lfF5等給す見上る のにの亘書n定自賃取

2ぁ五弘 最 加者与のする込記記見 支 }J11食ミのあ動宅り
()空日背 レる記知念念 給算事1i.二り車ー

者不るク が l13品課 官 民 に { 分 、か扱%E海}日 2参不リ|広三万 41( 税 を主己 pの略白 1'1ぃ以。外が
費 7 はつ川し金 勤て 円以 )転あ

上旅社 用 者 加 ; 非 い 以 て 銭 務、以上 車た
で fノ-丁 4ZZ と 者 ョ 課 て ー ふ は 1 ー 夜 下 等り
あの通 相もにン税は占さ含 fi J [JlI食の去 のじ
き と念 当 給 費 の 。 お わ ま 以ごのも 交 C
」

き 上 額与川費 おtしR IJと現のT 通、と
lま 村l をと十[1)1) I む、いl; で に 物 1 1 用 LJ 

⑧
永
年
勤
続
者
表

彰
費
用

⑨
住
宅
取
得
に
か

か
る
も
の

(
平
成
十
二
年
十

二
月
三
十
一
日
ま

で
)

⑩
社
宅
家
賃

⑪
技
術
の
習
得
等

の
た
め
の
金
品

⑫
商
品
等
の
値
引

販
売

別
行
の
現
物
給
九

J

等
に
対
す
る
非
課
税
の
取

り
扱
い
は
お
お
む
ね
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

現

行

の

取

り

扱

い

記
念
品
、
旅
行
招
待
費
で
受
彰
者
の
地
位
に
照
ら
し
て
社
会

通
念
上
相
当
と
認
め
ら
れ
、
か
っ
、
お
お
む
ね
十
年
以
上
の
在

職
紅
白
に
五
年
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
は
非
課
税
c

た
だ
し
、
金
銭
の
支
給
は
課
税
ο
(
永
年
勤
続
者
の
海
外
相
待

旅
行
は
、
勤
続
二
十
年
の
従
業
員
の
場
合
、
お
お
む
ね
一
¥
万
川
、

同
一
二
十
年
の
者
の
場
合
お
お
む
ね
」
一
、
U
万
円
は
非
課
税
)

-
使
川
お
か
ら
一
%
の
利
子
率
以
下
で
住
宅
資
金
の
貸
付
を
受

け
た
場
合
の
一
%
を
超
え
る
利
益
は
非
課
税
-

-
銀
行
等
か
ら
住
七
資
金
の
貸
付
を
受
け
た
場
合
の
一
%
を

組
え
る
利
子
に
つ
い
て
使
川
者
か
ら
補
給
を
受
け
た
場
合
の

利
益
は
非
課
税
コ

(zH
己
の
負
担
す
る
利
子
率
が
一
%
未
満

と
な
る
場
合
、
年
一
%
の
利
子
相
当
額
が
課
税
)

使
川
書
が
役
員
ま
た
は
使
間
人
に
代
H

一
与
し
た
住
七
等
(
豪
華

役
員
社
七
を
除
く
)
に
か
か
る
経
済
的
利
絡
で
一
定
の
算
式
に

よ
り
計
算
し
た
家
賃
判
中
l
創
出
を
徴
収
し
て
い
る
も
の
は
非
課
税

職
務
に
直
接
必
要
な
技
術
ま
た
は
知
識
を
自
得
さ
せ
る
た
め

の
費
削
に
充
て
る
も
の
と
し
て
支
給
す
る
金
品
で
適
正
な
金

額
の
も
の
は
非
課
税
υ

取
り
悦
い
商
品
等
(
有
価
証
券
、
食
事
は
除
く
)
の
値
引
版
売
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
非
課
税
}

-
販
売
価
損
が
仕
入
価
相
以
上
で
、
か
っ
、
他
へ
の
販
売
価
傾
の

仁
仁
%
未
満
で
な
い
こ
と
。

-
役
民
、
使
川
人
の
全
部
に
つ
い
て
航
引
率
が
一
律
、
ま
た
は
全

体
と
し
て
合
理
的
な
バ
ラ
ン
ス
、
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。

-
販
売
数
量
が
一
般
消
費
者
と
し
て
自
己
の
家
事
へ
の
通
常
消

費
量
で
あ
る
こ
と
。

女この"じ'J与につl、ての11'，jl、介わせ光 一一一一(社)*)~ot人会迎合会 fi03-3357べ1771
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欄
三
橋

国

民

い
り
し
魚
拓
に

寒
J
の
フ
ナ

ち
は
つ

制
作
中
の
永
平
寺
道
元
禅
師
稚
髪
御
像
に

今
わ
り
と
眉
の
高
さ
に
消
え
し
雪

株

ア
ロ

エ
ン
タ

フ

唐51
人寸ズ
シえ

長で
り

矢
沢

句
帖
に
某
る

名
前
忘
れ
し

(
株
)
堤
ビ
ル

堤

さ
ざ
ん
か
や

終
い
の
棲
家
を

供
華
に
手
折
り
て

子
に
頼
る

残
り
雨

菊
の
香
を

生
き
甲
斐
を

化
野
の
山
々

ゎ追
さ25
初 l予想
時 z
雨 冬 興

そご主渋
川ノ、

け ]

り

面E
の巴

の

面
影
残
し

匠
の
笑
み
や

(
株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

武
敏
栄清

....... .... .......... ........ .......... .......... .............. ...... ............... ................. .................. .............. . 

晩
菊
や

露
草
や

(
有
)
辺
容
ひ
か
る

夫
の
枢
に

苦
楽
の
夫
も

(
有
)
シ
マ
ノ

1!7I; 

ハツ
エ

夜
の
更
け
し

旅
立
ち
ぬ

島
野

好
子

霊
峰
の

屋
久
杉
に

紅
葉
映
し
て
湖
静
か

抱
か
る
宿
り
木
島
の
冬

芸
術
の

せ
せ
ら
ぎ
に

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

ノへ
オて
~， "， 

Lヒ嗣、
タ，i'，t百4主
史!守
口 1，は )

せ
し

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

東
{傑

節
子

十
三
夜

秋
真
中

l限
内

判
子

あ
や
と
り
の

孫
小ちと
さ昧
三は

7Tふ

主午
後

日の
向お
lg茶

干
柿
を

焼着
栗ぶ
のく♀

れ芯
爆はて砧
ぜ 雪
て哲 Zi:
し 学 単
ば持号
らたき
くぬ l

神
蔵
興
業
(有
)

恩
師
招
い
て

富
士
交
通
(
有
)

椅
子
を
持
ち
寄
り 主

方
い
よ
子

貌
ば
か
り

母
の
こ
と

者~I
蔵

玉
江

も
み
じ
膳

古
川

良
子夜

(
有
)
高
梨
肉
庖

(
有
)
う
ち
だ

墨
痕
の

鮮
や
か
き
ま
ま

(
株
)
三
徳

霜
の
朝

チ
ャ
ペ
ル
の
鐘
の

短
歌
の
部

高
梨

靴
の
音

日
比
野

柘
棺
か
な

高
橋

秋
の
旅

内
田

軟
澄
め
り

山
口

乙
だ
ま
し
て

(
株
)
飯
田
機
械
産
業

ペ
ル
ー
よ
り
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
南
下
す
る

パ
ス
の
テ
レ
ビ
を
見
つ
つ
夜
ふ
か
す

八
十
億
光
年
先
と
い
、
っ
宇
宙
に
て

二
つ
の
銀
河
が
衝
突
し
合
ふ
と 飯

田

@ 

ナ
ヲ

| 短歌・俳句をお寄せください。こ寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は3月予定です。
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確定申告についての
お知らせ

-
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

2
月
時
日

(水
)
j

は
、
郵
送
で
の
提
出
が
便
利
で
す
。

く
だ
さ
い
。

3
月
旬
日

(水
)
で
す
。

ま
た
税
務
署
に
お
い
で
い
た
だ
く
場
合
に
は

な
お
、
申
告
書
の
控
え
が
必
要
な
方
は
、

『申

告
書
(
控
)
』
と
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒

あ
ら
か
じ
め
確
定
申
告
書
の
住
所
、
氏
名
、
扶
養

な
お
、
還
付
申
告
は

2
月
日
日
以
前
で
も
受

控
除
、
所
得
金
額
欄
な
ど
分
か
る
と
こ
ろ
は
記
載

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は

2
月

1
日

(火
)
j

し、

筆
記
具
、
計
算
機
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

3
月
時
日

(水
)
で
す
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
は

3
月
剖
日

(
金
)
ま
で
で
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら

-
一
般
の
方

確
定
申
告
書
等
の
提
出
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
、

-
提
出
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
の
窓

「
白
書
作
成
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
日
年
分
の
各
種
の
所
得
金
額
の
合
計
額

口
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
告
書
の
提

町
田
税
務
署
で
も
、
申
告
書
類
等
を
ご
自
身
で

か
ら
配
偶
者
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控

出
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

除、

基
礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
を
差
し
引
き

作
成
す
る
方
を
対
象
に
、

「確
定
申
告
書
の
白
書

別
掲
の
グ
ラ
フ
は
、
昨
年
の
確
定
申
告
期
に
お

作
成
指
導
会
場
」
に
お
い
て
記
載
方
法
の
ア
ド
パ

そ
の
金
額
を
基
と
し
て
計
算
し
た
税
額
が
配
当

控
除
額
と
定
率
減
税
額
と
の
合
計
額
よ
り
も
多

い
て
、

町
田
税
務
署
に
提
出
さ
れ
た
確
定
申
告
書

イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
(
職
員
に
よ
る
申
告

の
時
期
別
の
提
出
状
況
で
す
。
提
出
期
限
間
近
に

い
人
は
、
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

書
の
代
筆
は
行
い
ま
せ
ん
。)
ご
理
解
と
ご
協
力

-
給
与
所
得
の
あ
る
方

な
る
と
如
何
に
混
雑
す
る
か
が
よ
く
わ
か
る
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

思
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
孔
年
分
の
昨
限
定
申
告
期
か
ら
は

L
給
与
収
入
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方
。

税
務
署
の
申
告
相
談
会
場
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

申
告
書
は
ご
自
分
で
書

い
て
早

Z
給
与
を

1
ヶ
所
か
ら
受
け
て
い
る
方
で
、
給

申告書の提出された時期

押 ・ ごめ
印 確 協に
を定 力提
希 申 を 出
望告 お さ
さ書 願れ
れ の い る
る( しょ
方控 草う
は正 す

ボ 受 理
l付解
ル の と

与
所
得
以
外
の
所
得
が
加
万
円
を
越
え
る
方
。

の
出
張
相
談
会
場
の
全
て
(
譲
渡
所
得
、
贈
与
税

平成10年度
確定申告書の提出状況

の
相
談
は
別
に
な
り
ま
す
。
)
を
「
確
定
申
告
書

広
給
与
を

2
ヶ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
方
で

従
た
る
給
与
等
の
金
額
と
給
与
所
得
以
外
の
所

の
白
書
作
成
指
導
会
場
と
し
て
、
-
人
の
職
員
が

得
と
の
合
計
額
が
却
万
円
を
超
え
る
方
。

数
名
の
方
に
対
し
て
申
告
書
の
作
成
指
導
を
行

4
家
事
使
用
人
や
在
日
外
国
公
館
に
勤
務
す
る

い
ま
す
。

方
及
び
国
外
で
支
払
い
を
受
け
る
給
与
等
の
あ

ぺ
ン
又
は
万
年
筆
で
記
載
の
上
提

ご
自
身
で
確
定
申
告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ

20000 

n

u

n

u

 

n

u

n

u

 

n

u

n

U

 

R
u

n

u

 

申
告
書
の
提
出
枚
数

る
方
で
、
源
泉
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
給
与
等
の
支

出
用
と

一
緒
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
点
は
、
丁

*
申
告
書
が
す
べ
て
記
載
で
き
た
方

払
い
を
受
け
て
い
る
方
。

寧
に
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用

@ 



-
還
付
申
告
書
は

2
月
日
日
以
前
で
も
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

寄
付
金
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
、
ま
た
年
の
中
途
で
退

職
し
て
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方
な
ど
は

源
泉
徴
収
税
額
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
還
付
金
の
受
け
取
り
に
は
銀
行
等
の
振

込
を
ご
利
用
下
さ
い
。

税
務
署
は
土
曜
日

・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
み

で
す
。
休
み
の
日
に
申
告
書
な
ど
を
提
出
さ
れ
る

場
合
は

「時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ

;
、AO

-
《

l
v

-
確
定
申
告
期
は
税
務
署
の
駐
車
場
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

税
務
署
の
駐
車
場
は
、
プ
レ
ハ
ブ
相
談
会
場
が

設
置
さ
れ
る
た
め
、

4
月
上
旬
ま
で
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
周
辺
の
道
路
は
駐
車
禁
止
の
た
め
、
自

動
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

-
東
京
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の

お
知
ら
せ

東
京
国
税
局
で
は
、
平
成

日
年

U
月

1
日
か

ら

「東
京
国
税
局
ホ

l
ム
ペ

l
ジ」

を
開
設
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
東
京
国
税
局
お
よ
び

管
内
各
税
務
署
の
案
内
を
始
め
、
税
の
相
談
室
、

最
新
の
公
売
状
況
、
国
税
局
や
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

ー
、
他
局
の
ホ
1

ム
ペ

l
ジ
と
の
リ
ン
ク
な
ど
役

立
つ
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

習会主£一一
晶菩需型

必盤整醤

桝盤

.. ムムえ主

叩

4
1℃
は
¥
〈
〈
〈
〈
〈
〈
・
神
ユ

U
・

c
o
--3¥

-
確
定
申
告
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
個
人
課
税
第

1
部
門
[
電
話
一
一

7
2
1
1
(内
線
抑
)
]
ヘ
。

R 

某
日
の
朝
日
新
聞
に
以
下
の

よ
う
な
主
旨
の
記
事
が
あ

っ
た
。

乙
の
と
こ
ろ
、
茨
城
東
海
村

の
原
子
力
臨
界
事
故
、
新
幹
線

等

J
R
各
線
の
ト
ン
ネ
ル

コ
ン
ク
リ
ー
ト
崩
落

事
故
、
そ
し
て

H
2
型
国
産
大
型
ロ
ケ

ッ
ト
の

打
ち
上
げ
失
敗
と
技
術
大
国
日
本
の
信
頼
を
根

底
か
ら
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き
な
事
故
が
相
次

い
で
い
る
。
こ
の
事
故
に
共
通
し
て
言
え
る
の
は
、

い
ず
れ
も
国
が
ら
み
の
大
き
な
組
織
で
あ
り
、
現

場
の
技
術
陣
を
管
理
統
括
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

大
組
織
に
膨
れ
上
が

っ
た
ゆ
え
の
、
或
い
は
ト
ッ

プ
が
上
位
団
体
か
ら
の
天
下
り
に
よ
る
た
め
の
、

現
場
と
管
理
職
の
議
離
に
よ
る
「
組
織
疲
労
」
が

原
因
で
は
な
い
の
か
、
と
。

後編
記集

E 工E 

日
産
の
救
世
主
と
し
て
副
社
長
に
就
き
、
東
村

山
工
場
閉
鎖
な
ど
数
万
人
に
影
響
す
る
リ
ス
ト

ラ
策
を
敢
行
中
の
カ
ル
ロ
ス
ゴ

l
ン
氏
は
月

一

E 

度
の
役
員
会
を
テ
ス
ト
コ

l
ス
で
聞
き
、

自
ら
ニ

凶

ッ
サ
ン
車
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、

E
つ
必
ず
役
員

に
も
試
乗
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
そ
う
で
あ
る
。
組

織
が
大
き
く
古
く
な
る
と
初
心
を
忘
れ
て
し
ま

う
。
す
な
わ
ち
「
組
織
疲
労
」
が
起
き
る
。

我
々
の
会
社
や
組
織
に
と
っ
て
も
、
ス
ケ
ー
ル

こ
そ
違
う
が
、

他
山
の
石
と
し
た
い
話
で
あ
る
。

Q R E 
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東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

全法違ホームページ http://www.zenkokuhojinkai.or.jp/ 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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D~/DO 大同生命 大型保障受託機関メンバーのご紹介

あけまして
おめでとうございます!!

幸本貴行

山田初美 飯島よ志子 小山陽子 佐藤友子 古賀よし子

尾崎純子 宇 留 島 薫 宮本敦子 七五三木麻美稲葉加奈子

河本忠雄 高 松 悦 子 佐々木悦子 山内栄子 山下翁

福利厚生制度に関するお問い合わせは…… I 

(社)町田法人会事務局 TEL. 042(726)2453 

大同生命多摩支社町田営業所 TEL. 042 722 5756 I 



町田の小学校 。
町田市立鶴川第一小学校のあゆみ

団型空
小野郷学(野津田村-華厳|涜)

|明治6年・尋常小学校 |

小野学舎(小野路村・万松寺)

智新学舎(野津田村華厳院)

育英学舎(大蔵、広袴町・安全寺)

共研学舎(金井村・弘福寺)

励精学舎(真光寺村観泉寺)

研精学舎(三輪、能ヶ谷、岡上村・高蔵寺)

団担笠
・・鶴川高等小学校(大蔵安全寺)

|明治41年
小野路第一分教場

鶴川尋常高等小学校
三輪第二分教場

団担笠
鶴川国民学校

|昭和22年

小tl号路第一分校→妙福寺

三輪第二分校

小野路第一分校
鶴川村立鶴川小学校

三輪第二分校

|昭和33年
小野路第一分校

IIIT田市立鶴川小学校
三輪第二分校

.:・三輪分校・鶴川第二小学校へ

|昭和39年 | 
小野路第一分校

IIIT田市立鶴川第一小学校
(1昭和41年廃校)

<町田市立鶴川第一小学校>

町田市野津田町1290 生徒数:358名 学級数:12クラス

<鶴川尋常高等小学校>

<小野路分教場>

桑の葉

鶴見川

「鶴JIIJの鶴

校章が決められたころ、鶴川の辺りで、は蚕を飼っている

家が多く、桑畑がたくさんありました。このことから「桑の

葉j。そして近くを流れる「鶴見)IIJ、鶴川の「鶴jをデ

ザイン化しでつくられたのがこの校章です。


